
２０２３（令和５）年度入学者用 

神戸大学国際人間科学部教務委員会
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神戸大学は、開放的で国際性に富む固有の文化の下、「真摯・自由・協同」の精神を発揮

し、人類社会に貢献するため、普遍的価値を有する「知」を創造するとともに、人間性豊

かな指導的人材を育成することを目指す。

このような本学の基本的使命を踏まえ、本学は、教職課程の教育を通じて、国民から負

託された教員養成を、次のような基本的目的を掲げて遂行する。

１．社会の高度の変化に対応しうる次世代を育成する教科・領域の指導力の形成

変化が激しく不確実性の高い時代状況に対応し、自由な発想力で新たな価値を創造して

いくことができるような次世代を育成する各教科・領域の指導力を以下のように形成する。

１－１ 各教科・領域の指導において、子どもの主体的な学びを組織し、探究力・創造性

および協同的課題解決能力を育成する教育実践を展開することができる。

１－２ ICT や情報データを効果的に活用した学習活動を展開するとともに、子どもの情報

活用能力を育成することができる。

１－３ 総合的、教科・領域横断的な学習活動を組織し、多様化・複雑化する日本および

国際社会に柔軟かつ創造的に対応する能力を育成することができる。

２．子ども・社会の多様性に包括的に対応できる教育力の形成

子どもの多様性、およびその背景となる社会の多様なニーズを個別的に深く理解し対応

するとともに、それらに包括的に対応して学びと成長の場をつくりだしていく教育力を以

下のように形成する。

２－１ 多様な子どもの個性や人格を丁寧に理解・尊重したうえで、教育実践を構想・展

開することができる。

２－２ 個性の異なる子どもどうしが、寛容さを有しながら豊かな人間関係を構築できる

学びと成長の場をつくりだしていくことができる。

３．職能者としての自己マネジメント能力の形成

 自らの教育実践とその省察を通じて自律的・主体的に学び続け成長していくとともに、

組織の一員として協働し諸課題の発見と解決に取り組んでいく職能者としての自己マネジ

メント能力を以下のように形成する。

３－１ 自らの教育実践とその不断の省察を通じて、生涯にわたり自律的・主体的に学び

成長し続けていく教員としての自覚と意欲を有している。

３－２ 学校組織の一員として、法令を順守し、同僚との豊かで生産的な協働によって諸

課題の発見と解決に取り組んでいく教員の職務を理解している。
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※下記のスケジュールは，変わる場合があります。　必ず掲示で周知される内容を確認してください。

【１年次】
４月

２～３月

【２年次】

４月上旬

【３年次】

４月

５月～１１月

１２月頃

【４年次】

５～６月

７月 一括申請

９～１０月

第３・４クオーター

１２月

３月

国際人間科学部２年生

国際人間科学部子ども教育学科で開催される
教育実習説明会(幼・小）に出席し，

教育実習に申し込む

初等教育実習・特別支援学校教育実習の流れ

国際人間科学部子ども教育学科で事前指導を受講

初等教育実地研究（本実習）

幼稚園実習者
事後指導（附属園にて）

小学校実習者
事後指導

学校教育学：小学校

特別支援学校教育実習 事前指導

一括申請＜仮申請＞：教育職員免許状取得希望調査表の提出

一括申請＜本申請＞：教育職員免許状授与申請書の提出

卒業時，学位記と同時に
教育職員免許状を授与

特別支援学校教育実習
春に実施の場合もあります

乳幼児教育学：幼稚園

１２月上旬

介護等体験申込

（小のみ）

国際人間科学部教務委員会

により調整，

下記のいずれかに配属

・神戸大学附属小学校
・神戸市協力校

国際人間科学部教務委員会

により調整，

下記のいずれかに配属

・神戸大学附属幼稚園
・神戸市協力園

教職実践演習

コース選択
学校教育学コース or 乳幼児教育学コース

観
察
実
習
Ⅰ

観
察
実
習
Ⅱ

教育実習関連ガイダンス
（初年次セミナーで行う）

特別支援学校教育実習申込（希望者のみ）

－ 12 －



13 

 

年度 年度

間  

 教  

 教 学 （ 年度 教 者） 神戸

学 者  

   （ ３ 間 ） 

              学  ５   ３ 間  

（ 学 ２ 学 ） 

  

者 学 者 大学  

 

用  

（ ） （ ） 

教 学 教員 教員

際 際 学

 

 神戸 者  

２ 教 者 学 教 （学 ） 入

（ 教 ）

入 務  

（２）  

年度 （ 年 ２ ） 者 員
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 教  

教 間

入 （ ）  

教 学年 入

 

学部 教員 教員 入  

２ 教  

神戸

 

３ 大学教員  

大学教員の が な実習校 が とんどで るので 教育実習の に

した学 指導教員 自 の の 教員 に学校 が 能か確 しておくこ

と。

 教  

教 大学 教

員

 

務 教務学 務  

５ 教  

大

年度 学教 入

 

  

教 会  

 

教  

教  

（ 学 用 ）  

教育実習の事前実習・本実習・事後実習に 

無断欠席・遅刻をした場合は，当該年度の教育実習について 

取消処分の対象となるので，注意すること。 

－ 14 －



15 

  

学 学 ３ 年 学 ２年

, 国際人間科学部 務 教務学 教 学科教員

 

  

教 教員

科

年  

教 教員 科

教 間 （ ）

 

用 国際人間科学部  

  

（教 科 ）   

教員 科 科 入

 

教 科 入  

（ ）  

教員 教

 

２  

年 国際人間科学部教務学  

 

教員 入 教

用  
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０（ ）年 入学者 学 学 教

学 会 間

務  

者 者 者

者

入 員

務  

神戸大学 学 神戸大学 学 会

会 会 会

 

教 学年（ ２年 ） 学 ２

間 会 ５ 間 間  

２  

 

年  

 

２  

 

（ ）  

 

 

２年  

  

会 学  

会 ） 

大学  

 会 -教員 者

神戸大学 学 会 （ ） 入

 

５  

５ ３  

会 （５ 間） 

学 （２ 間） 

２ 間  

学務部学務 教

 

学部 学務部学務 教
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３  

（ ） 会 用

用 入

用

 

（２） 者 学 教 入 学

（ ） 入 務

 

（３） 会

年 大学

 

（ ）  

（ ） 大学

 

（５） ２ （ 間）

 

（ ） 学 人

 

（ ） 度

 

学務部学務 教 K 務  

５ 会 者 学務部学務 教

際
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教 教 務 務

学 教員 学 教員

 

２  

務  

間 学 間 1 大 間   

３ 学  

学 大学 学

大学 神戸 教 委員会 用

学 学 間 間 入  

間  

間 学 学 学

学 学

 

学 30 間

間  

５  

 

学  

 

学 神戸 学

 

学

学 神戸 学  

学

学 神戸 学

 

学 学 入  

1Q 間  
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大学 教 委員会

２ 国際人間科学部 務 教務学

 

  （ ） 

者 大学 教 委員会  

学部

人  

 

者 年 （ ）

務 教務学 （ ） 

２ 務 教務学 （

） 

 年 者  

２  

教 員 （ 入 3,300 ） 

（ 間）２ （ 学 者 ） 

戸  

） 戸 入  

 

 人  

人 年度 （科 ） 者

３

間 教 委員会  

教 委員会  

 

教 委員会（ ）

入 教 委員会
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年 教 員 ２ 年 教員

 

 教員   

教員 教員

教員 教 会

  

教員  

教員   

２ 年 教員 ０年間 間   

２年間 ３０ 間 教 委員会

 

２ 間  

間 ０年 年度  

 学   

令和２年３ ３ 者 令和 年

３ ３ 令和 ２年 ３ ３ 間

 

大学 教 教 委員会

間   

 

  令和２年３ ３      令和 年３ ３      令和 ２年３ ３   

（ ）       （ ）     （ 間 ） 

３  

２ 年

  

（ ）

際 教   

大学 教

 

 教員 部科学 教 教 員   

２３年２ 部  

部科学  

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/001/index.htm 

, 教 員

０年 

－ 20 －
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でなかなか に行くことができない で さんができるだけ 体的に や 育実践に

ついて メージし えることのできるよう 真や が多く掲 されている を びました。

には ンターネ ト に って で できるものも ります。日 の と で用いる教科

を通じた学びを大 にしながら 以下の を活用することで さんの学びがより一 深まることを

っています。

 

1-1

2018  

における教育課程の基 で り 法的 力をもつものです。 教育 領に基 いて 各

で実践を し 実践することが められます。 容は 的かつ 的で るため は子ども

の や実践の 容を 体的に メージするのが しいかもしれま ん。しかし 察実習 を通じて子

どもや 生の を間 で見ることで 領の 容が っと に じられ 理解がより深まると いま

す。 察実習の に んで てください。

◆ 2017

2017 に 教育 領 育 育指 こども 教育 領が されま

した。なお 教育 領 び こども 教育・ 育 領では を 育 育指

では の を用いることが通 で るため と しています。 の背景には 社

会の変化やそれに う や子どもの の変化 究の などが ります。本 では 実際に

の を められた 究者によって 領・指 のどのような文 がどのような背景から ・

されたのかが しく解 されています。また 新 領・指 と 領・指 の が掲 され

ており された場 が一目で かるようになっています。

◆ 2018

された 領・指 では 「 の わりまでに育って しい１ の 」が されまし

た。これまで 教育において大 にされてきたことが より 確に されたと えます。たとえ １

の は 学校教 や 者などに 育や の 自性を えたり 育者自 の子ども理解を深

めたりするために活用することができます。本 では １ の のそれ れについて と に さ

れています。

－ 21 －
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1-2  

◆ 018  

ps://www. oiku ikai.com/abou /siryobox/book/c ecklis df / 確  

育 や 育教 が対 として されていますが と関わる 教 にとっても つ

です。「子どもを尊重する」「子どもの人 を する」とはどのようなことなのか 子どもの人 を

していない 育者の 動はどのようなもので るのかといったことが 体的に理解できます。 くな

いと えられる関わりについての に え その解 やよりよい の り について かれていま

す。そのため 実際に子どもと関わる の自 の人 意 の 成や子どもに対する自 の 動の り

りの際に つと います。 国 育 会の トにおいて で されています。 

1-3  

◆ 011

本 では 実際に きた 育 での子どもの についての な取材をもとに な が

こったのかが 察されています。日 の子どもとの 用や子ども理解 構成 育者間の

者との といった 育者の 性が 子どもの命を守ることにつながっているということを く

じる一 です。 

1-4

◆ 2017

教育実習に行く に確 しておきたいことが かれています。 大を け 自 での学習 の

ために わか 社の ト ps://wakabasya.com/user_ a/covid_supp .p 0

確 では本 の一 が で 開されています。 見て てください。 

◆ 20  

本 は 実習の や実習 の 日 や指導 の き 実習や 実習についての に

え 育実践の が 真とともに掲 されていることが です。子どもの から子どもの ・

関 を え 自 がその場に 育者としていたとしたらどうするか を えることができます。また

に対する や主 の いも かれており 育者の を学 こともできます。さらに 育

についても 真と に解 がなされており が子どもの びにどのように するかを学 ことも

できます。 察実習では をもって 育を ることで子どもの や 育者の をより えられ

学びが深まるように います。本 では 育を 察する で つ を してくれます。なお

に されたため における教育実習での 意 についても かれています。 

－ 22 －
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2-1  

◆  . 2016

 3  

本 は メ で開発された 育の の 価 ー の日本 です。6 つの領域 間と

養 と文 活動 関係 育の構造 についての 35 目の 価 目が されていま

す。各 価 目について 「不 」「 」「よい」「とてもよい」の とに 体的な 容が 2

5つ程度 されているため 構成や 育者の について 体的に理解できるようになります。

メ で開発されているため 目が日本の文 に合うとは りま んが 育を 察したり実践し

たりする で つ を してくれています。

◆ 2017

 

日本 の の 育 が 豊富な ー 真と に されています。 場やおまま とといった

びを豊かにする や 覚 力といった子どもの育 や学びを える 3 以

だけでなく 0 1 2 のための についても と解 がされています。子どもの発 に った

構成や子どもの ・関 個性を き し 育 や学びを えるような の構成・ 構成につい

て丁寧に かれています。

2-2  

◆ 2015

な 日 を くのか をどのように いたらいいのかといったことについて かれていま

す。本 の一 も のわか 社の ト に で 開されています。 見て てください。

◆ 2020

 

教育実習の では 実と自 の解 を けて くことが重 です。たとえ 「子どもは しそ

うだった」は解 です。子どもの発 や行動 目 の文 といった 実を することで な

しそうだと自 は解 したのかを理解することができます。また 実と にその 実を自 がどのよ

うに解 したかについて の 生や実習生に えることで 別の解 や を られる 能性も がり

ます。このような対 は さらなる子ども理解につながります。本 では 5 の 知能力の育

を える実践 とその がたくさん掲 されています。 においては 子どもや 育者の 動

といった 実が 真と に されています。また そのような 実を 育者がどのように解 し ど

のような を行ったが けて かれています。

－ 23 －
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2-3  

◆ 2019  

本 は 子どもの を として指導 を てることについて解 されています。実際に 5

のそれ れについて 子どもの や らい 容 構成 育者の が かれている指導

の が掲 されています。そのため 各 において活動を する で したいことを 体的に

理解することができます。また指導 の らいと 容の 目では の わりまでに育って し

い 10 の が されています。よって 子どもの育 や学びの を え 想し するために

指導 をどのように てたり活用したりするかについて学 ことができます。 

 

3-1  

◆ 1996  

びの で 子どもた が や 形 度など様 なものに き

じっと見て いて いて れて いたことを にしたり で いて たり や 生と

したりする場 を目にした もおられるのではないでし うか。本 では の りの神 的なもの

や不 なものに く 子どもた の「 ン ・ ・ ン ー」の大 さや 子どもと に 動し

子どもの きや じたことを える大人の の重 性が丁寧に かれています。 

◆ 017

実習の で おやつや の時間に子どもた が についてい んなことを す や で

を育てている を間 で見たのではないでし うか。本 では 育者として子どもた やその 者

に対する 育にいかに取り組むか その となる子どもの発育や 養 に関する知 が と

に かれています。 

◆ 019

教育・ 育学に え 科学 究や 理学など 領域の 究も んでいることから の

発 についての知見は日 です。子どもと関わる 職として 知 の デートは不 で

ると えます。本 は 発 理学や文化人類学などの知見を 用しつつ 子ども自 の育とう・学

うとする を に いています。 者に けて かれた本でも るため やすい 容となって

います。 

◆ 2

 

者らの開発した社会性発 に関する トと各 目の が かれています。また 5

の を しながら 日 場 でどのように トを活用し 子ども理解を深めるかが

されています。さらに における 育において 「 になる」子ども の をどのように め

ていくか 子ども に対する はどうするか いかに 者を するかといったことについても

－ 24 －
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と に られています。 育者として 育での子どもの育 合いや学び合いをどのように

えていくかを える での ントを してくれる本です。 

3-2  

◆ 0  

 

育の を ・ し 子どものよりよい育 や学びを えるためには 育者が学び続けること

が大 です。本 では 国 の多様な でどのような が行われているのかが 真や とともに

しく解 されています。 に 育 の 構成や子どもの 育者の が の でいかに変

化しているかが 真 で されているため で同僚と に学び続けることの重 性が わってきま

す。 

  

学校の教育実習を に きつつも 教育に対する学びを深める を します。 の関係で

取り げられなかった も多 るので 本や ーズ本の の や 各 の 文献や

から になる本を にとって てください。

 

2014  10  

これから さんは 多様な教育 法・ に れることになります。教育 法を いては が成

しま ん。そのため さま まな教育 法を理解する が ります。その一 で 教育 法それ自

体を い し 自 の「教育 法 」を形成することも大 です。本 は 教育 法を える 理的・

想的 も えてくれる です。 本

996  

教 の力 を高める 一 は 究です。本 は とはどのような なのか そもそも

を見るとはどういうことなのか などについてわかりやすい で かれています。 察実習までに

一 しておくと の見 が変わるでし う。さらに の り りや 究についても し

く かれているので や教育実習での を り る も えてくれます。 本

2013   

1  

よく にする子ども理解とは 一体どのようなことを指すのでし うか。本 は 子ども理解につい

て 教育実践に基 きながら かれています。子どもが える課題と その課題に取り組む教 の に

大いに えさ られます。また 者 教 による実践 を に構成されており 学校 場の

様子を知ることもできます。子どもとの関わりや 学校 場の 状を 体的・実践的に学びたい人にお

すすめです。

－ 25 －
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2021

教育実習では 学校 場で使用される の用 を にすることも るでし う。本 は 行 用

や学 用 の なら い用 に対応しています。 学校教育に関わる との となってお

り を った を深めることもできます。教育実習の 容をQ A で 理した ージも り

教育実習の 習が 能です。

2013

4 次に する「教職実践 習」を見 えて 教 に められる力 を「教職に められる教養」

「 ・生 理解と人間関係構築力」「教科 容に関する知 ・ 能」「教科 の くりの力 」

「課題探究力」の から取り げています。本 が する課題に取り組むことで 教 に められ

る力 を につけることができます。 本

020 5

くりを「目的・目 」「教材・学習課題」「学習の れと場の構造」「 と ジー」「

価」という 5つの から解 しています。 さん自 が 成した指導 を 5つの から

することで 新たな きが られるかもしれま ん。 くりの背景に る や 代的動 に

ついても しているので 5つの が なる ニ に ることを いでくれます。 本

0 1

 「教え に えさ る 」 な「子ども主体」の に対する ン ー として 学習に

おける習 と探究の を取り れた「教えて えさ る 」が されています。本 には

「教えて えさ る 」の組 てかたや実践 が 多く されています。 の りかたの 1つ
として「教えて える 」は になるでし う。

19

いわ る通 の学校・学 にも 別なニーズをもつ は しています もとより す ての

が それ れにニーズをもっていることも れてはなりま ん 。本 は どのような教育が「 ン

ー 教育」なのかを える で るだけではなく くりの も えてくれます。と

くに 別なニーズをもつ の理解や ン ー な 学 くりについて解 されてい

ます。 本

2015 1

教 のし とは 教育実習の となる だけでは りま ん。子どもの人間らしい生き を

すること すなわ 生活指導も重 です。本 は 実践 を取り げながら 子どもと教 子ども

の 学 くり くり の生活指導の ーマを っています。生 指導とは うのか

そもそも生活指導とは と を った におすすめです。本 は 生活指導の として です。

－ 26 －
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9

1958 学習指導 領から「 の時間」 教科 領域 が導 されましたが 2015 の学習指導

領一 で「 別の教科 」となりました 学校・ 学校 び 別 学校 学 ・ 学 。

「 別の教科 」の実 に たっては さま まな が こり たとえ どのように の

をつくっていくのか そもそも とは か などの も めて活発になされました。本 は 多

様な を もつ 教育の だけでなく 教育実践も取り げ しています。 本

 4  

「 における教 」と「 の 新」という 2つの から教職について じています。す

なわ 本 は これから教 となる さんが かれている状況を し 教 を い すための

です。教育実習 は実 をもって学びを深めること 自 の教 の い し ができると い

ます。 本

 

 5  

教育において学びの が われる 学びの を目指す とその で子どもが

する学びに 目が まっています。日 の に目が きが な教育実習では に えることので

きなかった について学 ことが重 です。本 は 子どもの学びや をめ っ

て 学習科学 教育 理学 教育 法学 の多様な からそれらに るものです。

  

 のための教育か。 ・能力や ン ン ーの育成が される 代の教育において めて

う が ります。本 は 代の教育動 を踏まえつつも その動 の対 を しています。

学校 場を見 えるなかで 代の教育動 に 化されて にするのではなく 教育について 一

度 えて しいと います。本 がそのきっかけとなることを っています。

5  

「わかる 」は くりの 1 つの デ といわれます。では 「わかる」とはどのような状 を

指すのか。「わかる 」のためには 「わかる」ということを 理的に える が ります。本 で

は 「できる」・「わかる」・「なっとくする」という子どもの に基 いて「わかる」ことを解 して

います。
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2018  

学習指導 領は 国による教育課程の基本です。 別 学校の教育は さんが 高と けてき

た教育とは だい 異なっています。 ・ ・知的 ・ 体不自由など 個 の子どもの発 や

の状 が大きく異なるからです。教育 容の を知っておくためにも 一 してください 学

習指導 領は 文 科学省の トでも できますが 価格がとても いので して

ください 。 本  

 

2-1  

994  

い本では りますが子どもが発 していく をとてもわかりやすい で いています。「発 」

という から子どもの を見ることの大 さを教えてくれると います。 に されてい

るので んで てください。  

994  

発 の  < > の続 です。さま まな の る子どもた の育 や教育について豊富な

を えて解 されています。時代的に い 容も りますが それらを し いても の る子ども

た かなまな しから学 ものは多いと います。こ らも に されています。

 

1998 1  3  

生は TEACCH で有 ですが 精神科 としてその かなお人 でも有

です。 え なかなか がとれない子どもに る養育者 のメ ージなど もが するで

う について豊富な から をいただけるかと います。 本  

2-2

2019

 

別 教育の実習および では 様 な用 が てきます。 で丁寧に解 される用 も り

ますが に されない用 も るでし う。また もう一度確 したいときも るでし う。そ

んなとき に つのが本 です。1つの ー ー について 見開き ージで 的にまとめられてい

ますので 理解しやすいと います。実習 に指導 を く際にも になるでし う。 重

－ 28 －
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2019   

別 教育の基本的な を解 しています。 に 別 教育の 度や「自 活動」「通 に

よる指導」などは 学生の なさんには が いと いますので 一 して基本を理解していただ

けると いと います。 本  

D 017 D

 

 本 は 学校の情 教育 別 教育 の変 と き がれる き これから され

る について かれています。 容としては 自 ト の子どもの実 や

実際の指導です。指導の実際では ニ ー ンや 知 学習の に 覚・ 動 の指導につい

ても実践 が されています。実際の を える で になると います。  

014 C  

02 10

 

だけが ニ ー ン ではないということが学 る本です。知的 や重度重複

の る のなかには発 が しい が多くいらっし います。学校教育 場がいかに に

まわっているか また 子どもた の意見を 取ることの しいと じたときに にとって てくだ

さい。 本  

 

3-1

2020 < >  

できるようになることだけが発 タ の発 ではなく いまできることをさま まな人や と

の関係性のなかで豊かに実 していくことも発 の発 です。「 の発 」を発見した

一 生は この を重度の の る子どもた の教育における だと っています。本

は「 の発 」という がどのように形成されたのかを らかにした本です。重度の の る

子どもの教育に関わる人だけではなく 教育や発 を学 人に くおすすめしたいです。 生

022

 

015 [  

別 教育の対 となる子どもた について 理学的な知見を学 る本です。 え 知的

の る人の にはどのような が るのかなどについて かれています。そのメ ニズ を学 こ

とでどの で が るのかを見 て の 性を決める際に つと います。 本

014 M-5  

知的 や自 ト がどのように 断されるのか。人それ れ といえ それまでなので

すが 学的にどのような基 によって 断されているのか そのものを理解するうえでは か

－ 29 －
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ない です。 本

3-2

019

ーは さくても力を合わ れ 大きな を り えられるという です。しかし 実はそ

れだけでは りま ん。 な ーは深 のなかで「おもし いもの す らしいもの」と 会い

ます。そして るような世 との 会いが ーに を り える を えたのです。これ

は 本 に てくる ーの 実践で された 解です。教育も 子どもた が るような世

に 会う で って しいです。本 を通して 別 教育の目的について えることができま

す。 生

2008

の る子どもに対して びを通した教育や発 を える で になる デ がたくさ

ん されています。 びの発 といった理 的な背景や ン ー トの

用 応用行動 などについてもわかりやすく解 されています。

021

本 は 教 が知っておく き精神 や発 の から学校でできる りやすい ま

で 豊富な を えてわかりやすく解 しています。 容は主に一 の ・ 学校 けですが 別

学校においても精神 について知っておく が るでし う。「この について し知りた

い」「この はどういう と関係しているのか確 したい」「関わるときの ントを知りたい」

というときに に ると に つ一 です。

10 ABC

別 教育の教育課程の の一つに領域・領域を合わ た指導 生活 学習 学習 び

の指導 が ります。 る意 なんでも なこの ですが どのように を しどのよう実

行していくのか メージが らい も ります。 体的な実践 とともに領域教科合わ た指導の

意 についても学 る本です。 本

2017 :

大学 大 別 学校の 生の実践から 1 教 で使われて効果が ったもの 2

者の がよかったもの 3 高価す ないもの を基 に が されています。 場から生

まれた なので 力が ります。 本

2020 2

3300

理 を する時間はない でも の 類を知りたいという人におすすめです。3300の は

。 とに が 理されているので自 の き しを やしたい時に んで てください。

－ 30 －
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本  

 

4-1  

8

自 ト 以下 ASD は一 的に ニ ー ンの とされています。しかし

これは 究者や 発 者から た ASDの で り 者から がってきたものでは りま ん。

本 では 実は ASD 者で る さんの日 の の が 「お が いたことに がつけない」

など 体の 覚を することに ることが られます。 を からだけでなく からも見て

まし う。 文  

1985 4  

1991  

そのものを理解することも大 ですが そもそも人が「わかる」「理解する」「 える」というこ

とができるにはどのようなメ ニズ が働いているのでし うか。 という一 で まされが な

知 に が る人は んで てください。 本  

次 14  

理 メントについて されている です。学校教育 場で子どもた をどのように 価す

るのか 化された ー にはどのようなものが るのか知りたいときにおすすめの本です。また

理 メントの意 についても かれています。 ・ デの会からも同様の 容が PDF で 開

されています。http://www.as-japan.jp/j/file/rinji/assessment_guideline2013.pdf 本  

15

学とは「 者が している世 を しているそのままに しようとする 」のこと

です。本 は 学の 場から 別 教育を え すものになっています。これは 「 」や「

」などの 者の の基 からではなく 者の している世 つまり 者の の

性や 性から を えることを に します。 者の世 を に れることは 教育実習

の を えるうえでも になるでし う。 文  

5 

 

発 や知的 の は、様 な を します。しかし、様 な いを えながらもそうし

た に対 し、子どもを きに える力をもっています。本 には、 、 、き うだいそれ

れが る ー を えて、 の る子どもをもつ の体 が のように かれています。

実習では 者の との関わりは とんどないかもしれま んが、 生 の や の体 を知って

おくと、より い で子どもと関われるかもしれま ん。 別 学校の教員を目指す には、

－ 31 －
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一度 んで しい 1 です。

0  4

 

場人 の 員が 学生で が ります。 ー や ー ト ト その

っこに るものは でし うか。人間関係でし うか 社会構造でし うか。2022 度から高校の

体育で「精神 」の 目が 40 りに 活しました。 別な を とする子どもに目がいく

なさんだからこそ んで しい一 です。 や にも いて しい一 です。 本

0  

8  

学校はとても しい場 だと います。 生がいて がいて。しかし とうまくかかわること

が しい子どもた もいます。「 んな く」という重 に しむ子どもに 会ったときに んで

てください。これも 別な を とする子どもに目がいく なさんだからこそ んで しい本です。

本

0

0  

2023 3 31日に文 科学省が「 一人取り されない学びの に けた不 校対 L

ン 」を発 しました。その の一つに T を 用した の が ります。これは

一見すると子どもた の 不 の に有 かと えます。しかし ト などは「より

い人を見つけそういう をなくす」という に く が ります。実はよかれと った対 が

を げにくくしている 実も ります。 の は 日本のなかでどのようにうつ や が

れてきたかが られています。 たり に を じたときに にとって てください。 本

－ 32 －



（ 用）

幼稚園

属学部： 学 ： ：

科 科 に る必 事

神戸大学　教育職員免許状取得のための履修カルテ①＜履修状況＞

取得を希望する免許状（校 ・教科）：　幼稚園教 一 免許状

目
目

教育の に関する科 , 合 学習の時間等の指導 生 指導
　 教育 等に関する科 ,教育実践に関する科

目

目

目

－ 33 －



幼稚園

育内容の指導 に関する科

科 科 に る必 事

大学が に する科

部科学 で る科 （教育職員免許 施行 第６６ の６）

１ 本 ル は，４年次後 に開講される 教職実践演習（幼・小）1, 等の教職指導に いて されます。

２ ４年次前 （ 属する学部の指 する まで）に学部の教務 に提出してください。

３ 後は 教育実習の記 と一 に インダーに てください。

４ 本 ル は のもと と の いように 確に記 してください。

５ 科 は で科 得年 を記 してください。

目

目
目

目

目

目

授業科

－ 34 －



小学校

属学部： 学 ： ：

科 科 に る必 事

目

神戸大学　教育職員免許状取得のための履修カルテ①＜履修状況＞

取得を希望する免許状（校 ・教科）：　小学校教 一 免許状

目
目

教育の に関する科 , 合 学習の時間等の指導 生 指導
　 教育 等に関する科 ,教育実践に関する科

目

目
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小学校

教科 教科の指導 に関する科

科 科 に る必 事

部科学 で る科 （教育職員免許 施行 第６６ の６）

１ 本 ル は，４年次後 に開講される 教職実践演習（幼・小） , 等の教職指導に いて されます。

２ ４年次前 （ 属する学部の指 する まで）に学部の教務 に提出してください。

３ 後は 教育実習の記 と一 に インダーに てください。

４ 本 ル は のもと と の いように 確に記 してください。

５ 科 は で科 得年 を記 してください。

目

目目

目

目
目

－ 36 －
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（ 用）

教員の 力として
小 必 事

教 申より）
指

教職の
教職の 教員の 職務内容 子どもに する 務
を していますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

教育の ・教育 ・ の 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

学校教育の 会 ・ ・
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

・ 子ども 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

の 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

子どもの状 に
い 校 特別支援教育 の 会

状 い 等の人間関 どに いて の子どもの
特 状 に の を していますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

者 の受容
者の イスに を 協力を得て

に取り む とがで ますか。
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

。かすまいてしをの力協・連のと地者護力協連のと地・者護 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

同授業実施・ 職 連 連 に
よる教育実践の実施

者と 同して教育実践を ・ ・ 開する とがで ま
すか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

者との連 ・協力
に いて 者と協力して に取り む とがで ま

すか。
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

行
に いて して の を り 与 れ
を と す とがで ますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

力関人会力協のと者

学校教育に いての 教育

子どもに いての 生 学

　　　　　　　　　　神戸大学　教育職員免許状取得のための履修カルテ ＜ ＞　 学

（１）必 力に いての 　　

必 力の指
講 等で学

習し
教育実習で
実践し

等で
験し

どのよう 験をし はどのよう とを学 の 験
等を してで るように とを に記 してくださ
い。

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

－ 37 －



教員の 力として
小 必 事

教 申より）
指

必 力の指
講 等で学

習し
教育実習で
実践し

等で
験し

どのよう 験をし はどのよう とを学 の 験
等を してで るように とを に記 してくださ
い。

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

に し コミュ ケー
ン

会 人関 力
子ども の ・ を して に する
とがで ますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

子どもに する
に子どもと を合わ り を い り し り
に りする ど しみを で する とが

で ますか。
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

・受容
子どもの に を に受 と で受容
で する とがで ますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

会人としての 本 会 人関 力
い の人 の し ど 会人として

の 本 事 が に いていますか。
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

育 ・ 教科
れまで し 教科教育 育 の科 の内容に
いて していますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

幼稚園教育 ・学習指導 ・教
科書

（小）小学校の教科書 学習指導 の内容を していま
すか。
（幼）幼稚園教育 等の内容 の
育者の援 の 等 に し 実践の り に いて

していますか。
※幼・小 免許取得者は 合して する と。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

教育 の に関する ・
知

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

教育 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

特別 （小のみ） 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

合 学習の時間（小のみ） 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

の 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

学習指導 ・ 生 の援 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

教 力
学 育 を す 教 ・ を する とがで ま
すか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

授業 力 乳幼児教育 力
教 研究を生かし 授業を し 生 （子ども）の を
し 指導 としてまと る とがで ますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

教育 ・教科・ 育
に関する 知

・

教科の指導力

教育実践

学生ンーケュミコ

－ 38 －



教員の 力として
小 必 事

教 申より）
指

必 力の指
講 等で学

習し
教育実習で
実践し

等で
験し

どのよう 験をし はどのよう とを学 の 験
等を してで るように とを に記 してくださ
い。

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

（あてはまるものに クを
れてください。）

（ の も いもの
が と ります。）

教 ・ 育 開 力 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

授業・ 育 開力
子どもの を生かし 関 を ま て 体 で

で い 協同 学 を で協力し が 開する と
がで ますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

表

（小） 書 確 し ど授業を行う上での 本
表 の を に ていますか。

（幼） では く 体 でか を ま て 確
し 体表 の を に ていますか。
※幼・小 免許取得者は 合して する と。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

ク ス 力

（小）学 を する とがで ますか。
（幼）ク スの ・ の指導 を する とがで
ますか。
※幼・小 免許取得者は 合して する と。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

認 と
の を認 し の にむ て 学 る を
ていますか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

教育時事
教育

い 校 特別支援教育 の 会
状 い 等の人間関 どの初等教育に関する

に関 を りに を とがで ていま
すか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・

　・　 　・　実習

　・　 　・　

　　体験し ン の 前

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　

１  本 ル は，４年次後 に開講される 教職実践演習（幼・小） 等の教職指導に いて されます。
２  ４年次前 （ 属する学部の指 する まで）に学部の教務 に提出してください。教職実践演習 後 教員のコ ン を記 の上 します。
３  後は 教育実習の記 と一 に インダーに てください。

教育実習

介護等体験

の 教職に関する ン
　・　 　・　体験

（スクール ーター ど）

（２）教職を 指す上で と ている事

（３）教育実習・介護等体験・ の 教職に関する ン 験等の実施状

（４） 教員か のコ ン

教育実践

教科の指導力

生 学
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学 学 教 教科 教 科

 

国際人間科学部 

務  教務学   07

 

学務部学務 教  

（ K 務 ）    078  

（  ） 

教 度 間 用

大  

科 国際人間科学部

務 教務学  

国際人間科学部

務 教務学 教員  

神戸大学国際人間科学部 教 学科 教   ２０２３（令和５）年度入学者用 

 

年6  

 

神戸大学 国際人間科学部 教務委員会 

 務  教務学  教員  

 教 学科 和  

者（ ）  

和
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